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(1) Tetraploid Mulberry Trees induced by Colchicine Treatment.
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　　　’　　　　　緒　　言

　大沢（1916），DARL！NG’roN＆LA　CouR（1942）・並

に関（1952）等の桑樹の細胞学的研究によつて，桑変種

或は品種中には多数の倍数体が存在し，しかも三倍体は

実羽品種として或程度重要な位置を占めていることが明

かにされた。著者等はこの点に着1ヨして，倍数性桑樹の

人為的育成とその品種改良的応用に関する研究に従事し

て来た。

1948年6月に二倍性品種（2n＝28）の改良鼠返，一の

を採集して供試材料とした。まず種子を20万倍のα一ナ

フタリソ酷酸に0・1％の割合にコルヒチンを溶解した液

申に24時間浸漬して後，これをペトリー皿の吸水濾紙上

に播種し，24～26°Cの恒温器中で発芽させ・発芽した　　　　第1図　コルヒチン処理によつて生じた肥厚

ものより遂次鉢に移植した。発芽歩合並に平均発芽日数　　　　　芽生，中央は無処理の実生，播種後27日目．

は第1表の如くである。　　　　　　　　　　　　　　　部分は幼根，幼軸，子葉等の各部分は肥厚して発育が停

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止し（第1図、，遂には枯死するものが多く，結局成育
　　第1表コルヒチン処理種子の発芽歩合並に平均
　　　発芽日数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したものは凡そ5％以Fであつた。（第2表）

　母樹の1処　　理　　区　　無処理区　　　　第2表　コルヒチン処理後発育生存した個体数
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第5嚢　花粉発芽孔の数
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鼠返の鴎体中一統（23CN，）は駆｝噸似してL・・葉の大きさについては枝条の先端よ鵬7～1°期の

るが樋（23CN、）著し榛型が異なる。　　　　完成鄭徽につぎ，簸並に葉幅を漫腱し・平均1醜算

（2）葉の大きさ並に厚さ　　　　　　　　　　　　　　出して推計学約処理を加え比鮫を行つた。（第9表）

第9表葉の大きさ（50葉平均）

鼠

返

改鼠

良返

4翌23磐1－！3・7一⑱一一37拶1．：」遡λ」

・・　い5・9（1・・）l　L⊥1・・（1…1

　　　　　　　1　長　　：　試　幽一　　　1粍一＿塾一．一二
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　－ 一一 Qx　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　x

　　　　　　　：平轍剛1鼠返廠亟．穐値並蹴鼠塵藤一
・『P’r－一一驕Fア面．一一一下＿1⊥，．燕葡一．i　l

　l23CN6　11．・・（103）　　3．75　i　　…9・04（99）　1・・48
227．劃

州・・CI〈・「・・・・…2・）－I　L剛1臥73（112）…
1　　　　　　瓠・苧

1　19．93
1

備考　＊＊は1％の危険率を以ての有意差，以下同じ。

　即ち23CN6は葉長，葉幅共に二倍性母樹との間に有意　　　　　第10表　23CK3最大葉の比較（20葉平均）

たので・縫本学部桑園の娘駆（2x）畷大靴の　即・．　i3CK，の葉購形質にお・・て母緻良鼠返を遙か

比較を行つた結果は第1帳，第5図の如くである・　　に凌胤ている。この事実によつて今回の比較成績がど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の程度までその真相を示すか断

植物においては肥培管理を潔く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要とするであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉の厚さ並にその構状組織及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　海綿状組織の厚さを成葉20葉に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　つし、て：切片をf乍り，　ミク1コメー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターiこより測定したoその結・果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は第11表の如くであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第質表によれば四倍体は母樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に比し何れも有意性を示して葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　が厚く，殊に23CN6は顕著であ

　　　，”　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　るo

’複鑛1灘灘．灘％　　て慾灘撚轍
　第5図改良鼠返（2x）並に23CK3（4のの最大葉，　　　　　　　さの増大に基くものであること

　　実物の約i／4．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が明である。
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第11衷　葉の庫さ並に柵状組織，海綿状組織の厚さ

鼠
2　x”

巨＿．＿＿葉、窪～、．＿厚．．さ一．一．t．一．＿．＿一

三雇

改
良
風
燃

レ幽値
腐．髭

．「し、」Ftt1、」．＿一牌一＿＿一

1

1　　12．2
　（：loo5

、．23CN，i　ll露1

　　　23CN－（器

／…1舗

Fo
2．x

　　　　　鼠　　　返1改良鼠i尾

．　」壁状組織騨讐　　1　海港繊組織の厚さ

平均値
並　　に
岡　　比

．　　　　　　　　噂葡曜鞘一叩　　　　　　　　唱r脚【L「；一剛■噛鞄卿鞠

　　　　F6－一一・－1一ニ…一

一………焔普c…．．．一平均値

3．g　I

（10・）／

鼠．返コ

1724鐙　　（S。5141〉

…2香@　謡

4訓23CKけ3・・　　L3　iX・x一
l　s｛q11）　　　1－’67tt

3，4’

（100）

5．7

（168）

　覗・層・

17．15

　・捧帯
22，85

一一一一…一
@　三厩　　　に

改良鼠返　同　　比

　　　　　　4．2
　　　　　（100）ゴ

6．4
（1S2）

4、8

（114）「

e（；「．『』．‘ヒ1『1

2x

鼠　還1改良鼠返

＿”、＿t－、－TmrrF－t＿一＿層＿．嶺、、1．＿＿，ノ

55労

”1

　1

36、甜

3・57

4．ol
（100）｛　　　　l
　　　i

晶・　　摩・鐙

　　　　　　　　　　　　　　　　　備考　　接ll艮ミク㍑メ嗣タ開　10聯14．73　Ft

　2・3　CIく3でば1寺に31ヌ惣の柵状繊織力宝観察されたo　　　　　：r堤穿1と考えら：｝1．る。　ぐ第6～7図）

　（3）　気孔，　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　（4．）　鴫躍

1燃な用いて気孔2（服副糊細1遇嚥働ミ夘か　　1鹸｛・ク畑三鵬ゆ嚇20仏・撫こ鰍1酷撫繊欝陣

一t”　・一にて測燈し編（剃2轟）　　　　　　　F瞭び伽か蛎に一C　？1碇した結果醐13歪⑩潮，で

　　　第12盛i気孔の火壺さ（開閉細ll包の憂襟）　』　　　　：もる。

　　　　　　　　　　　　晶凹㎜欄門『lr　　　　　　　　　　第13i鹸　も球の大LFさ

　　　　　　　　　　　　　　比，　．＿＿鞭＿＿．＿．　一i薫＿＿一＿電＿一．tt，一．．．一＿．．．帳r「　　　　　　　　　軍均値

蒲翻懇｝撒　雛謙鞭遭備識・ク・メー一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．贈レ　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．．．．一

く翼97＼み　，　　　1’／）ilsn
〉

N・一・・ノ　　　　＼　　　＼　　　　　　》…・　　　　　　　　　・　　x．　　tt　　　　　　　　　　中
　　　　　　　＼．．．一．pv，－x．　，

第6図23CK・（4x）の気孔，約・393・　『．・第7図改良腱（r’・．X）の1翫孔，＊cy。393．
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第14表　葉柄の長さ及び太さ

　　　2　nc
鼠

長　　　　　さ

平均「直 比

，．。8pm j1。。

　　　　23CN6　　2．92
返　　4x
　　　　23CN巳4　　4．8

　　　2　sc
改良

髄伸3CK・

4。　07’

95

1S6

FQ
2κ

鼠返 改良鼠返

il　l
0．885

　＊＊
38．gs

1・・11

s・771・・21［

＿　　　一．．，．．．－v＿＿霊＿一一．．＿一一．＿＿．＿＿．．＿＿蕉＿＿．．＿．＿一＿．一

　　　　　　　　　　　　　　＿＿ノ鴇＿＿，＿一、．．．＿．さ＿，、．．＿＿＿＿＿＿」鵬＿＿．．…＿＿
　　　　　　　　　Fo

謝比 窒P癒提L
1、．3，工皿m1。。Li

3．04

3．63

　　　　3．3S
・k　・x　

24，3　　　　5・221

平均値　　比

「1；11凹1遍工

　　　’・溝・T
129　　41．65　　　　　　　　　2。87

　　　　＊＊
IS4　　74．33　　　　　　　　　3。ら7

130

157

　　Fo
　　？ρc

鼠翼1改良卿1ζ

　・ル・ル

41，10

　ぷぶ
80。59

L．

1・・1．i　l3…：．z．i．．．lll研　『1

　　　　　　　　　　　　　い371「．い讃，1ヨδ「 u「’”’1’174二矯照聖4

L

第13表によれぼ長さ，幅共に四倍体臥剛望琶に比してプく　　　　　　　　第15盛　枝兼の節閥の慢さ

きく，殊に23CN，｝，23CK3は顕薯であり，気孔と同じく

焙数体判定の一嬰素と考えられる。

　（5）薦柄

　成藁10枚につき畏さ及び太さ（長待…，短径）を測定し鼠

免結果稼第14表の如くである。

長さについては23CN、，23CK3～洪に母樟は眼く，　返

23CN行は母樹さ蒲iを｝認め難L・が幾分矩い頗向にある。1星【II　　－一一．t

倍伺畷棚太くなり照…C現繍である・　豊

（6）購　　　　　　　　　　　釜
葉序は23CN6，23CNd，23CI〈3共に不規則となり，　　一一

2　x

23CN6（400）

23CNd（4sc）

2　x

23C∫1く3（4sc）

平均餓

　　om
2．2ワ

1・84

3．12

3．34

3．78

　　　　　　　F（，

　比　　　　　2x
．一．＿＿夙、．1礁、1改良鼠癌

　！OO

　　　　　　＊＊
　　68　33・93
　　　　　　牢＊
　1工5　　8・32

100

113
　　寧＊
Is，12s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　215乃琵：んを量する。　　　　　　　　　　　　　　　　がある。

枝条の節聞の長さについては発育中等のもの5本につ　　　（T）冬穿

ぎ中聞部1騨間，計50節聞を1腱し弛結果鋤懐の通り　23CN・1剥巴大した鎌三角形にして～㈱曲であるが・2：r

である。　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　CN・4，23CK酷略々正三角形の淡褐磁を黒す」5。大きさ

23CN、，23CK5播母團よりも長く，23CN6は母樹より　についてii：’1支条の中央部の冬鍔｛10個体彫鶏つき燃と鶴

瀬い。従つて後者は葉の融が密1こして一見矧生の感　部の幅を測定し汰・ll繰1翻ユ破の如くである。

第16表　冬芽の大きさ

鼠

返

改
良
鼠
返

2　x

23CN6（4x）

23CN，．（4x）

2　x

23CK3（4x）

長　　　　　　　　　　　さ

平均値 比

　　！皿1

3．9　　　　100

4．7　　　　121

5．0　　　　128

4．1

5．8

100

ユ41

Fo
2x

．鼠一返L幽真墨遷

　＊＊

25，7

　＊＊

37，8

　＊＊

S7，8

幡

平均値

3。25

3．9S

4．80

4，0

6、0

rmm

比

100

122

148

　　　　FO

　　　　2x
－一l一惰 ^：：二「霞良鼠蹉…．

8．OS

　＊寧
80．1

1・・1　i
，5。i　｝，♂毒
　　　1　　　　｝

備考　＊は5％の危険率を以ての有意差o
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れも有意水蜘％で四倍体は母樹より長く，幅は23aN，j　〔2）一・nd　J・N・K・AM㎜・，　E・K・「Dhe　chr。m。，。一

瓢耀聯獄23C馬23°恥　lm?桃f譲；溜，
　（8）融並に皮目　　　　　　　（5）一一・桑．（1950）
　23CN・は關鼠返噸似の淡禍灰肥であるが，23　〔6｝西山了陀・糊臓醐0眈法．（1952）
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砺る・　　　　　　　　　　ω関i継・淋嫌判難誌21，ω（1952）

　以上の譜形麗の比i鮫i兆験に使用し敦二匹1倍体猷こ：倍体に　　　（12）一一一一一’：信州穴営繊維単部研箆報告2’．（1952）
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